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嘱日 五 十 月 二 十 年 三 十 四 治 明

北
海
道
に

於
け
る

雨

棲
類
及
び
爬

蟲

類
（

ゲ

イ
、

キ

ュ

ー

ネ

ー
、

八

田
、

橋
本
）

の

免
妝
を

持
た

な

け
れ

ば

出

來
な
い

事
に
・
し

て

取
締
つ

て

を
る
。

ハ

、

獵
鳥
獸
の

貯
藏

獵
期
以

外
に

獵
鳥
獸
を
貯
藏
す
る

事
を
禁
止
若
く
は

制
限
す
る

法

倉
は

近
來

次
第
に

弘
く

諸
州
に

行
は

る

主

樣
に

な
つ

て

來
た
o

此

事
實
は

狩
獵
法

申

特
に

注

目
に

價
す
る

事
で

あ
る
。

獵
鳥
獸
の

捕

獲

を
禁
止

す
る

法
令
は

軍
に

獵
者
即

獵
鳥
獸
の

販
賣
者
に

供
給
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
一

る

者
に

劉

し
て

の

み

有
効

で

あ
る

に

遏
な
い

が

此
貯
藏

禁
止
の

法

律
は

獵
者
販

買
者

雙
方
に

樹・
し

て

効
力
が

あ

ウ

鳥

獸
保

護
上

頗
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

果

が

多
い

の

で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

二

、

獵
鳥
獸
の

販

賣

現

今
合
衆
國
に

於
て

獵
鳥
獸
の

凡
て

の

種
類

叉
は

あ

る

特
殊
の

種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
一

類
を
限
b
て

其
販

賣
を
禁
止

し

て

を
る

所
ば

三
＋

二

筒

州
及

加

奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

陀
の

六

郡
で

あ

る
。

而
し

て

省

爾

慰
の

州
も
次

第
に

此
種
の

禁
令

を
設
け

ん
ε

し
つ
・

・

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

ア

リ

ゾ

ナ
、

ア

イ

ダ

ホ

、

カ

ン

サ
ス
、

モ

ン

タ

ナ

及

び
ネ
バ

グ

の
亠

ハ

州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

で

は
獵…

鳥
獸
は

如

何
な

る

種
類
ど

雖
其
壷
買

を

禁
止
・
し

て

あ
る
。

マ

サ

チ

ユ

セ

ツ

ソ
、

ニ

ユ

ウ
ハ

ム

プ

シ

ヤ

ー

で

は
ヱ

ゾ

ヤ

マ

ド

ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

及

び
ヤ

マ

シ

ギ
、

の

責
買
を

禁
じ

南
ダ

コ

タ

で

は

凡
て

の

獵
獸
を

、

、
ミ
矛

ソ

タ

で

は

鶉、
エ

ゾ

ヤ

マ

ド

リ

の

類

を
、

マ

ニ

ト

バ

で

は

凡
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
皿

の

獵
獸
及

山
地
の

獵
鳥

を、
オ

ン

タ

リ

ヲ

で

は

鶉
エ

ゾ

ヤ

マ

ヂ

y
、

ヤ

マ

シ

ギ
、

ジ

シ

ギ

の

販
賣
を

禁
止

し
て

る
。

又
所
に
、

a

つ

て

は

禁
獵
期
に

入
つ

て

後
數

日

間
は

特
に

亶
買
を

許
可−・
し

て

を
る

例
へ

ば
イ

リ

ノ

イ
、

ア

イ
ダ

ホ

、

　
マ

サ

チ

ユ

セ

ッ

ツ

、

ニ

ュ

ウ

ジ

ヤ

ー

シ

三

二

1
、

オ

画

イ

ヲ

及
び

加
奈

陀
の

五

郡
で

は
さ

う

で

あ

る
。

竝
に

問
題
こ

な
る

事
は

他

州
か

ら
輸
入
し

た

獵
鳥
獸
は

之
を

貯
藏

又
は

販
賣
を
禁

止・
し

得
べ

き
も

の

な
る

や

否
や

ご

云

ふ

事
で

中
々

議
論
の

あ
る

所
で

あ
る

イ

リ

ノ

イ

州
で

は

州
内
で

捕
つ

た

獵
鳥

獸

は

如
何
な
る

繍

類
で
も

販

賣
を
禁
じ
て

あ
る

の

で

あ

る

が

他
州
か

ら
法

律
に

牴

觸
す
る

事
な

し
に

韓
入

し

た
る

獵
鳥
の

あ
る

稀

類
は

販

責
を
許

可
さ

れ

て

あ
る
。

然・
し

な
が

ら
斯

樣
な

事
は

昏
州

共
同

・
し

て

實
行・
し

な
け
れ

ば

其

効
力
は

少
い

も
の

で

あ
る

そ
れ

殻

あ
る

種

類
の

獵
鳥
獸
に

至
つ

て

は

合
衆
國

内
の

各
州
共
に

之

を
保
護

む

其
販

賣
を

禁
止

し
て

あ
る
。

例
へ

ば

「

プ

レ

ー

り

ー

チ

ッ

ク
」

（

エ

ゾ

ヤ

マ

ド

リ

の
一

積
）

の

如
き

は

現

今
で

は

之

を
産
す
る

州
は

何

れ

も
其

販

賣
及

輪
出
を
禁

止
し

て

る

叉
「

ア

ン
・
7
・

ー

プ
一

獸
の

如
き

も

捕
獲

を
許
し
て

あ
る

州
は

二

三

ゐ
る

が

之
を

他
州
へ

輪
出

す
る

事
は

何
れ

の

州
で

も

皆
禁
止

し
て

居
る
。

　

　
（

終
b

）

　
　

◎
北

海
道
に

於
け

る

兩
棲
類
及
び

爬
蟲
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

ク

ト

ル

、

ヴ

イ
、

キ

ユ

ー

ネ

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

　

田
、

　

橋

　

本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

明

活
四

十

三

年
十
一

月
五

日

受

領
）

北

海

道
は

動
物

分

布
上
至

つ

て

面
白
い

鳥
で

め

る

が
、

殊
に

睦
上

の

兩
棲
類
ご

爬
蟲
類
ご

に

關
し
て

最
も
興
味

あ
る

も
の

の
一

つ

で

あ

る
、

こ

れ

迄

此
地
で

發
見
さ

れ
だ

兩

棲
類
マ｝

爬
蟲
類

は

僅
か

に

九
種
に

過
ぎ
な
い

。

即
ち

下
の

如
し

。
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北
海
逍
産
兩
棲
類
表

　

鈍
口

科
　
跨
言

ξ
コ・

冖

9
巳
盛

器

　
　
一

、

エ

ゾ

サ
ン

セ

ウ

ウ

ヲ

　
　
　
鵠
o

巳
o
同

蔟
霞゚

　
　
　
産
地

　
雨
蛙

科

頃
｝

象
山

器

　
　
二

、

ア

マ

ガ
ヘ

ル

　
　
　
産
地

　
　
　
根
室

　
蛙
　
乱
質

　

瀏
爭

巳
幽

專

　
　
＝

｝
、

エ

ゾ

ァ

カ

ガ

へ

川

閏
鴇
5
玄

磊
嵩
o
げ

 
冨
P

磊

石
狩
白

石
、

同
圓
山

、

膽
振

千
歳

　
　
　
　
頡
k

影

髯
げ
03

ε
竃
o

ユ

星
O
毒
畧

冨
さ

札
幌

、

石
狩

白
石

、

同
定

山

溪
、

函

館
、

小

樽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
切

諱
p

酔

o

髯
弓

冓押
三
学

冒一
≡
厂

　
　
　

B
騨

鬘
h

塁
蕁

已

ぎ
日

芻
）

　
　
　
産
地

、

札

幌
、

石
狩
定
山
溪

、

膽
振
千

歳
、

小

樽
、

釧

　
　
　
路

厚
岸

、

根
室

落
石

北
海
道

産
爬
蟲
類
表

　
蜥
蜴
科

　
ロ

。隔

蓴
二

器

　
　
四

、

ト

カ

ゲ

ぎ
§
巴
螽
・

。一

夛
塞

（

墨
蓴
。

ε

　
　
　
産
地

札
幌

　
ヵ

ナ
ヘ

ビ

科

ζ
§
薮
匿

　
　
五

、

．
カ

ナ

ヘ

ピ

　、
【 ．
髫

ξ
穿
。

諺

塁

言
。

ξ^
≠
つ

三
゜

型

匪

　
　
　
（

oQo

置
o

αq
 

こ

　
　
　

産
地

　
札
幌

、

小

樽
、

キ

コ

ナ

イ

　
澣
蛇
科
　
冒

畧
吋

§
幽

器

　
北
海
道

に

於
け

る

兩

棲
類
及
び

爬
蟲

類
（

ヴ
イ
、

キ

ユ

ー
ネ

ー
、

入

田
、

橋

本
）

　
　

　

冠

蛇
亞

科
　
（

ざ

；
＝

色圃
畧
っ

　
　

　

　

六
、

ア

ヲ

グ

イ

シ

ヤ

ウ

擦い

ξ
8
。

ぎ一
・

耄
ぎ

艮
切
。

ε

　
　

　

　

　

産
地
　
札

幌
、

後
志
忍
路

　
　

　

　

七
、

シ

＝
ピ

］・“

ξ
ぎ

。

甕
二

葺
σ・
・

葺

言頃
ρ

）

　
　

　

　

　

産
地

札
幌

、

室

蘭
、

オ

コ

ナ

イ
、

錢
函

一
　
　

　

　

八
、

ヂ
厶

グ

ヲ

　
H

診
茖
Φ

02

選
邑
。

葺
罫

只
切
。

す
）

〜
　
　

　

　

　

産
地

、

札
幌

…
　
　

　

響
蛇
科

　
o

§
蔓
臼
二

。

一…
　
　

　

　

九
、

マ

ム

シ

　
》

σ。

募
霤
。

き
＝

三
。

E
『

皇冖一
一

（旨
W9

ρ
）

｛
　
　

　

　

　

産
地

　

札
幅

、

渡

島
惠
由

、

室

蘭

へ

然
る

に

此
＋

糧
の

内
、

エ

ゾ

ア

雰
ヘ

ル

を
除
き

他
の

入

種
は

悉

｝）

ζ

本

州
に

も
産
す

、

今
又

、

樺
太
の

陸
上

雨
棲
類
及
び

爬

蟲
類
を

　

見
る

に

こ

れ

迄
發
見
さ

れ

た

種
類
は

僅
か

に

四

種
で

、

此
上
に

見

　

込
は

ま
つ

な
い

ご

云

つ

て

よ
い

、

其
四

種
は

左
の

如・
し
。

へ…

　

樺
太
産
雨

棲
類
及
び

爬

蟲
類
表

一
　
　

　

蛙

科

密u「
鼻副・
5

…　
　
　

　

　
一

、

エ

ゾ

ア

カ

ガ

へ

川

屶

聟
茸
。

ξ
。

蕁
言

冒

畧゚

一
　
　

　

　

　
（

切

窪
診

h

屋
Ω

覧
勹

ぎ一
ゴ

塁幽
）

｝
　
　

　

　

　

産
地
　

ン

ロ

ウ

イ
ヨ

フ

カ

　
　

　

蝦
墓
科
　
切

尾
。

三
鋤

言

　
　

　

　

二
、

カ

ラ

フ

ト

・

キ

瀏

§
巽
。
｝

葺
§
°・

英
冥

産
。・

豆

　
　

　

　

　

産
地

　
コ

ル

尹
コ

フ

　
　

　
カ

ナ

ヘ

ビ

科

］
「

き
o

詳
二

蓉

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

三

N 工工
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’D　〉囘 五 十 月 二 十 年 三 十 四 治 明

　
　
北

海
道
に

於
け

る

雨
樓
類

及
び

爬
蟲

類
（

ヴ

ィ
、

キ

昌

ー
ネ

ー
、

入

田、
橋
本
）

　
　
　一
二

、

　
カ

ラ
フ

ト

ト

カ

ケ

　

目
聾
OO

言
爭

く

オ
一

弓

畧
p

 

葭一ヘ
一，

　
　
　
　

産
地

、

ト

・

ウ

イ
ス

コ

エ

　
　
胎
生

蛇
科

　
O
。

ゲ

ニ

魯
。

　
　
　
四

、

カ

ラ

フ

ト

マ

ム

シ

　
く

弓
O
「

撃

丁

艶．
二
砿

」
」冖
＝

F

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　

産
地

、

ガ

ル

キ

ノ

ウ

ラ

ス

「

二

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

即

ち

樺
太
の

兩
棲
類
及

び

爬
蟲
類
が

、

對
岸
の

西
比

利
亞
地
方
の

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

一

分
派
で

あ
る

の

は

疑
も
な
い

事

實
で

、

其
内

、

エ

ゾ

ア

カ

ガ
へ

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

川

は

北
海
道
に

も

表
は
れ

る

が
、

日

本
本
州
の

者
は
一

つ

も

な

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

い
。

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

此
れ

を
考
へ

る

ビ

北
湃
道
は

日

本

本
州
の

兩
棲
類
ご

爬
蟲
類
の

最

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

北
端
の

産
地
な
る

事
が

甚
だ

明

瞭
で

あ
る

、

の

み

な

ら

す
熟
帯

叉

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

は

亜

熟
帶
に

特

有
の

三

屬

目

巨

塁゚
．

藝
三

堊
量

言
三
゜・

8

」

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

き
幽

9
ど

屬
が

、

東
亜
細
亜
で

、

此
處

ま
で

遽
（
延
び

て

來
て

居
る

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
が

明
か

に

窺
は
れ

る
、

此

事
實
か

ら
見
る

ピ

滿
洲
亞
地

方
ε

西

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

比

利
亜
地

方
ご

の

境
異
線
で

あ

る

津
輕
海
峽

即

ち
プ

ラ

キ

ス

ト

ー

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ン

線
は

兩
棲
類
ご

爬
蟲
類
ご

に

關
し
て

は

ま
つ

無
意
味
ご

云
つ

て

よ
い
。

之
に

反
む

宗
谷
海
陜

が

北
海
道
の

動

物
芒

樺
太
の

動

物
ご

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

を

分
離
す
る

點

は

大
に

注
目

を

價
す
る
。

此

海
峽

は

其
幅
か

ら
云

へ

ば

羅
緩
の

二

倍
よ
り

省
く

大
な
る

位
で

・

羨
さ
か

ら

…

云
へ

ば
心

†

分
よ
b
餘
程
淺
い

が

動
物
圈
に

係
る

遮
斷
は
・
し

か

く

劃

然
で

あ
る
。

日

本
本
州
の

爾
棲
類
ド・

爬
蟲
類
ご

は

水

中
に

生

存

す
る

も
の

ε

多

少
疑
問
の

あ
る

も
の

ビ

北
海
道
で

知
れ

て

居
る

九

種
‘

を
除
い

て

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

四

次
の

十

七
種
で
あ

る
、

此
れ
に

已

知
の

最

北
端
の

産
地

を

加
へ

て

左

表
に

示

す
。

　
日

本
本
州
に

産・
し

北
海

道
に

未
發

見
の

兩
棲
類
及
び

爬
蟲
類
表

　

　
一

、

ハ

ン

ザ
キ

　

竃
。

σ・

乙
oT

暮
養
含
磊
」

齶
9】一
。

蟇

　

　

　
（
弓
ごう

三同
三
昌
o】
乙

　

　

　

　
飛
騨

　

　
二

、

イ

モ

リ

　
じ
ざ

E｛
。

ξ
一

磊

；、

巳
δ

゜こ

霧
8
県
じ

9
。・

）

　

　

　

　
陸
奥

　

　
三

、

プ

チ

サ

ン

セ

ウ

ウ

ヲ

H

び．

弖）
塁
塁
。

含
玖
5。

。｝卩

葺
。

こ

　

　
四

、

カ

ス

ミ

ず

ン

セ

ウ

ウ

ヲ

ξ
屋
げ

謬
話
げ

巳
。

簒
（

。。
。

7

　

　

　一
。

°・

。

ご

　

　

　

　
下
野

　

　

五
、

ハ

コ

ネ

サ
ン

セ

ウ

ウ

ラ

（
）

ξ
翕
。

魯

ξ
蔘
鴇
e

で

。

巳
。

窰

　

　

　
（

出
09

言
） 、
＝°
）

　

　

　

　
陸
奥

　

　
亠

ハ
、

　
ヒ

キ

ガ
ヘ

ル

　
（

ガ

マ

、

　
ノ・
ボ

ガ

ヘ

ル

、

ド

ソ

コ

）

団

三
σ

　

　

　

喜
3
す
唔
〇

三
〇

葫
（

ぎ
『

耐
σq
。一゚

）

　

　

　

　

陸
奥

　

　
・

七
、

ト

ノ

尹
マ

ガ

へ

川

（

ア

ヲ

ガ

ヘ

ル

）

、
澪

簟

畧

冖
凱

JQ
屈

05PO

尸
￥

　

　

　

窰
9

＝
曁
o

耄
 
｝

r
（

卜
四

導
ρ

。

ξ
】一（w
暮
r

］

ド

〈

矍

乙
昌
〇

二一
霎

　

　

　

寓
9

髯
δ

　

　

　

　

陸
奥

　

　

入
、

ア

カ

ガ
ヘ

ル

　
即
聾

コ
暫

甘
固

9
昌
090

口
Φ
ロ

年
HOr
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陸
奥

九
、

享
ガ
ヘ

ル

雪
；

σ・
。

箕
髦
一
。

艦
・

こ

　

　

　

陸
奥

　

十
、

ヌ

マ

ガ

ヘ

ル

　
一

｛

費

コ
襲

＝冖
ζ
じ

CO

げ
騨

二
酷

ノ
く一
〇

＝冖
に

三
二

厂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
σ

　

　

　

大
和

＋
一

、

シ

ユ

Y
ゲ

劣
ジ

カ

冖
｝

、

ξ
「・
。

夛

羣
ヱ
。

三

轟
。

ヨ

　

　
（
…
ロ
¢

＝

笋一
こ
玩゜

　

　

　

陸
奥

＋
二

、

カ

ジ

カ

ガ

ヘ

ル

←．

ξ・
。・

翆
。

・・

ご

建
α・

。

二

豊
萇
色．
）

　

　

　

岩

代

＋

三
、

・

バ

カ

リ

ヌ

…
・

・

夛

歪
（

ご・
・

三

　

　

睦
奥

　

十
四

、

ヤ

マ

カ

ガ

シ

　

彡
ξ
ン
｛
誕
「

夛『
（
」
い戸」陶

こ

　

　

　

陸
奥

＋
五

、

セ

グ

・

ヘ

ビ

；・
二

三
・

三 ［
三

三
≦
垂

　

　

　

駿
河

士
ハ

、

シ

ニ
グ

ラ

こ

ぎ
喜
。

曇
費

三
・

三

書・・
ζ’

）

　

　

　

下
野

　

十

七
、

ヤ

モ

リ

　
（

」

三
L
ξ

」

毒
已一
h

葺
 

（

一
）
≡

F
き
一

き゚
）

　

　

　

武
藏

注
意
　
H

ζ
＝

o

羸

磊

莞
δ
を
凱

は

吾
入
の

見
る

所
で

は

　
鬥

ζ

き

　

　
一
冒幽

磊
畧
昏

o

広
【

霹

と

同
一

稀
ご

考
へ

ら
れ

る

か

ら

此
處
に

省

　

　
（
o

　
北

海
道
に

於
け

る

兩
棲
類

及
び

爬
蟲

額
（
ヴ
イ
、

キ
ユ

〔
｛
−

、
入

田、
橋
本
）

「

此
等
の

種
類
は

卦

布
上

左
の

三

組
に

圃

別
し

て

考
へ

る

事
を

得．
し

　

第
一

類
は

次
の

三

種
を
含
む

。

　

　

　
】

、

ヤ

モ

リ

　

CO
厂

70

ヤ

ξ）
9
二
〇「
　

ひ

（

じ
＝
＝】°

野
一
ご

7°
）

　

　

　
二

、

セ

グ

ロ

ヘ

ビ

　
》
o
『

巴

幹

羞
に

瓢冖
曇
＝
皿

」
 

o

冨
霙「

　

　

　
三

、

シ

ロ

マ

グ

ラ

　

＝
≡

」
O
＝

三．
宣

夛
『

二

三
鵬

曾〕・冖
9、
こ

　

　

此
の

三

種
は

東
方
（

C
二

窪
蜜
ざ

）

即

ち
亜

熱
帶

属
に

屬
し
、

北

　

　

海

迸
で

將
來

亳
も

發
見
さ

れ

る

見
込
の

な
い

も
の

で

あ

る
。

　

第
二

類
に

は

下
の

五

種
あ
り
。

　

　

　
一

、

ハ

ン

ザ

キ

毟

蓮
窰
畧

螽
≡
・

』

書
。

且
。

呈
（

夛
E
’

　

　

冖
三
＝
o
厂

）

　

　

　
二

、

．

フ

チ

ナ
ン

セ

ウ

ウ

ヲ

　
｝

宀

k
ご
O
ご隅
O
畠

ご

詣
O
く噛
ニ
コユ

（

伍（
」
p冖
ラ

丁

　

　

　

萱、
）

　

　

三
、

カ

そ、、
ナ
ン

セ

ウ

ウ

ヲ

ξ・・
。屮）

塁一・
・

巨
。
‘・

気
孟
・

　

　

　

葺
。

こ

　

　

m…
幽

、

ヌ

マ

ガ

ヘ

ル

　

旨
ぐ
F

＝

爭

＝ド
に

＝

O（
」
翠

二
高

肌

ノ

く凶
O
；

＝

に冖
＝

＝°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
コ　

　

　

五
、

カ

ジ

カ

ガ
ヘ

ル

］

〜

身

扈
籍゚
・

｝

≧

莓
長
］

導尋
）

　

此
五

種
は

本
州
で

も

猪
苗
代

湖
以
北

で
は

ま
だ

見

ら
れ

な

　

　
い

。

猪
苗

代

湖
は

北
緯
三
十

七
度
三

十
分

に

位・
し

て
、

本

州

　

　
の

最
北
端
の

陸
奥
の

下
北
郡
太
間

崎
を

相
距
る

事
、

實
に

五

　

百
基
米
で

あ
る
。

第
三

類
は

殘
餘
の

九
称

を
含

む
。

　

　

　
一

、

イ

毛

ヲ

　
玄
 

≡

g
身
ピ
。。

℃
｝、

三
6

σq

盤
8
ニ
ヒ

臼
。幽

）

　

　

二
、

ハ

コ

ネ

サ

ζ
ウ
ウ

ヲ

O

籌
蕘
…

毫
霧

」

耄
亭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三

五
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（562 ）日 五 十 月 二 十 年 三 十 四 治 駟

　

　
北
海

道
に

於
サ

る
雨

棲
類
丑
ぴ

爬
蟲

類
（

ヴ

ィ
、

キ
ユ

ー

ネ
ー
、

八

田、
橋
本
）

　

　
　
　
2
訪

（

胆
o

乞
轟
o

ご

　

　
　
三

、

ヒ

キ

ガ

ヘ

ル

］

恥

昏
ご

誉

喜
9
同

野
・・

（

・。
。

募
零
こ

　

　
　
四

、

ト

ノ

ず
マ

ガ

ヘ

ル

　
一

ジ
ゴ

ρ

＝

貫
「

2
誓
ざ

三
ρ

ぎ

“
【

竇
ゴ

？

　

　
　
　
葛
o

霽

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

　

　
　
五

、

ア

カ

ガ

ヘ

ル

　
］

汐
崇

二
笋
℃

9
二
〇

笋

肇
50

暮
『

O
『°

　

　
　
亠

ハ
、

ツ

チ

ガ

へ

川

　

屶

睾
彰

塁
σqo

の

コ⊇

λ
0喧

07

一
Φ

σq
色」

）

　

　
　

七
、

シ

ユ

レ

ー

ゲ
川

カ

ジ

カ

　
H

ゾ

o

ζ
剛

o
］

算
雷

。・

警
ぢ

oq
看り

＝

　

　
　
　
059

一
二

6胃
ド

　

　
　
入

、

ヒ

バ

カ

リ

　
Z
暮
二
x

≦
げ
苗
』

牽．
え
翻
o【
ρ

）

　

　
　
九

、

ヤ

マ

カ

ガ

シ

斈
三

二

曹
雪

（

】

W9

ρ
）

此
九

種
の

動
物
が

北
海
道

に

棲
ま

な

い

理

由
を
説

明

す
る

の

は

容
易
の

業
で

な

い
。

北
海

道
は

動
物
分

布
上

、

西
比

利

亞
、

亜

地

方

で

日

本
本
州
は

滿
洲
亜
地
方
に

屬・
し
、

津
輕
海
峽
は

其
境
界
線
で

あ
る

、

北
海
道
に

こ

れ

迄
發

見
さ

れ

陀
九

種
の

内
、

樺
太
に

も
め

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

る

エ

ゾ

ア

カ

ガ

へ

川

の

外
は

皆
な

此
海
陜

を

越
え
て

多

年
の

間
に

北
海

道
に

移
住
・
し

だ

ε

云
へ

ば
、

其
れ

ま
で

で

あ
る

が
、

其

越
す

に

は

其
れ

相
應
の

根

據
が

な

け

れ
ば
な

ら
漁

、

然・
し

此
根

據
を
見

出
す
前
に

此
者
よ
り
一

層
緊
急
を

要
す
る

の

は
、

北

海
遯
に

於
け

る

兩

棲
類
ご

爬
蟲
類
ご

は
目

下
知
れ

て

居
る

も
の

の

外
に

は

な
い

か
、

若・
し

く

は

ま
だ
あ
る

か

を
確
め

ね

ば
な

ら
蹲

事
で

あ

ら
う

、

吾
人

を
以

て

考
へ

る

ご

圏

下
北

海

道
の

兩
棲
類

、

爬
蟲
類
は

充
分

に

知

れ

だ
ざ

は

云
へ

函
。

何
ん
ご

な

れ

ば
北

海

邁
の

此
等
の

種
屬

龍

就
き

て

云
力
・
し

て

居

る

の

は

多
（

は

札

幌
附

近
で

採
集・
し

た

標

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
亠

ハ

本
ば
か

り
で

あ
る

か

ら
で

あ
る
。

由
b
て

島
の

各

部
を

意

を
用
ひ

て

探

ね
だ

な

ら
、

ま
だ

知
れ
て

居
な

い

雨
棲
類
芒

爬
蟲
類
が

餘

程

出
で

來
蹟

こ

も
限

ら
の

。

樺
太
の

南
部
に

、

カ

ラ

フ

ト

ヒ

キ

が

澤

山
居
て

陸
奥
の

恐

山
の

恐

山
湖

、

津

軽
の

丘

陵
に
ヒ

キ

屬
が

い

く

ら

も
居
る

處
か

ら

考
へ

る

ε

北
海
道
に

ヒ

キ

屬
に

屬
す
る

何
者
か

が

居
な
い

の

は

實
に

不

審
に

患

は

れ

る
。

無
論
此
れ

は

氣

候
の

勢

ε

は

云
へ

函
、

何
ε

な
れ

ば

氣
候
は

樺
太
の

南

部
ε

北
海

溢
の

北

部
、

北

海
道
の

南
部
ご

陸
奥
ご

は

左

程
に

違
は

な

い

譯
で

あ
る

か

ら
で

あ
る

、

由
り

て

先
づ

北
海
道
の

隅
々

を
探

索
す
る

の

は

此

問

題
を
解
決
す
る

焦
眉
の

急
ご

思
は

れ
る
o

是
れ

は

獨
り
北

海
道
で

の

み

急

を
要
す
る

事
で

な

ぐ
て

本
州
に

於

て

も

叉

緊
要
な

事
は

嗣
で

あ
る

、

例
ば
エ

ゾ

ァ

カ

ガ

ヘ

ル

が

陸
奥

の

方
へ

渡
つ

て

居

ら
鳳

ご

も
限
ら
訟

、

何
ん
ε

な
れ

ば
ザ

ソ
ガ

ニ

抔
は

膸
分
遠
ぐ

秋

田

縣
、

岩

手

縣
邊
ま

で

も

渡
つ

τ

居
る

で

は

な

い

か
、

又
エ

ゾ

ず

ン

セ

ウ

ウ

ヲ

抔

も

此
れ

ま
で

南
端
の

産
地
こ

し

て

知

ら
れ
陀

青
森
よ

ち

も
、

も
つ

ご

南
方
に

進

ん
で

居
る

か

も

知

れ
膿

、

已
に

ハ

コ

ネ

サ

ン

セ

ウ

ゥ

ヲ

が

本

州
の

北
端

陸
奥
で

發
見

さ

れ
だ
の

は

實
に

意
外
の

事
で

は

あ
る

ま
い

か
、

叉
本

州
で

發
見

さ

れ
だ

二

十
六

種
の

兩
棲
類
爬
蟲

類
の

棲
所
も
未
だ

充
分

に

知
れ

て

居
な
い

か

ら

此
れ

も

探
ね

る

必

要
が

非
常
に

あ
る

ε

思
は
れ

る
、

由
う

て

此
等
の

事
項
に

關・
し

て

發

見
さ

れ

次
第
本
誌

上
で

、

發

表
せ

ら
れ

た

な

ら
蕨

學
の

利
盆
は

至

つ゚

て

大
な

り
ε

思

は
れ
る
。

　

附

言

　
若一
し

御
發
見
な
さ

れ

陀

諸
彦
で

、

種

屬
不
明
の

事
あ

ら
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ば
、

下
名
に

於
て

可
成
り

標
本
も

集
め

て

居
り

ま

す
か

ら

　

右
の

調
査
は

引
受
け
ま

す
、

但
し

御
途
り

に

な
つ

た

標
本

　

は

直
ち
に

御

返
途
致・
し

ま
す

、

今
、

標

本
の

採
集
ε

保
存

　

に

號
て

左
に

二

三

御
注
意
を

申
上

ま

す
。

一
、

尹
ン

セ

ゥ

ゥ

ヲ

の

標
本
は

探
集
せ

ら
れ

し
産
地
の

海
拔

｝

　

ご
、

若
し

出
來
得
べ

く
ば

其
棲
所
の

水

温
を
併
せ

て

記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
 

　

さ

れ

た

し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

二
、

カ

へ

川

、

ヒ

キ
、

ナ

ン

セ

ウ

ウ

ヲ

は
⊥

ハ

十
五
％

の

酒
精
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

保
存
す
れ
ぼ
尤
も

好
都
合
で

す
。

（

誹
購
鵠
毒
鏑
龜
籵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

欝
睡

発

窪
嘩
）

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

元

來
此
樋
の

標
本
は
餘
 

強
度
の

酒
精
に

保
存
す
る
・
し

、

體

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
 

の

各
部
が

非
常
に

縮
ま
つ

て

堅
く

な

b
、

又
、

形
ち
も

大
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

壊
れ
て

調
査
上
に

不
便
で

す
か

ら
、

前
に

逋
べ

だ
亠

ハ

十
五
箔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
へ

酒

精
に

貯
藏
す
る

必

要
が

あ
り

ま

す
、

又
7

オ

ル

マ

リ

ン

液

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
冖

11
貯
へ

た

標
本
は

體
面
の

皮
層
が

膨
れ

て

種
々

の

要
點
が

見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

え
な
ζ

な
り

ま
す
か

ら
、

成
る

可
く
フ

オ

ル

マ

リ

ン

液
は

避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

け
だ

方
が

よ

い

の

で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
〜

三
、

凡
て

體
の

内

部
に

酒

精
が

泌

み

易
い
…
様

に
、

ナ

イ

フ

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
皿

　
腹
面
に

少
6
の

尉

を
つ

け
る

必

要
が

あ
h
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
W

四
、

蛇
、

ト

カ

ゲ

は

七
十
五
％

酒
精
即

ち

三
十
五
度
酒

精
に

　
入
れ

ら
れ

た

し
、

此
れ

も

腹
面
に

一

仙
米
許
り

の

切

創

を

　
幾
箇
所
に

も

附
け
て

、

酒
精
の

泌
み

易
い

樣
に

す
る

が

よ

　
い

。

又
蛇
の

體
は

時
計
の
バ

ネ

の

樣
に

卷
い

て

督
け
ば

後

日

本

産
蠍
蟲
n

日

に
就

て

（
三

宅
）

　
　
　

日
の

調
査
上

に

便
利
で

、

且
、

標
本
瓶
に

貯

藏
す
る

の

に

も

　
　
　

好
都
合
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

東

北
帝
國
大
學

農
科

大
學
動

物
學
激
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋

本

潤

　
一

郎

　
　
　

●
日

本
蠍
蟲
目
ン
自

 

8
喜
。

霽

に

就
て

　
　
　
　
　
　
　
　

理

學

士

三

宅

恒

方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

明

済

四

十
三

年
十
一

月
七

日
受

領
）

日

本

産
蠍

蟲
目
は

歐

米
諸
國
に

比

鼕
し

て

其
種

類
に

富
み

現
今
は

四
十

稀
（

内
一

種
は

新

麺
に

て

目
下

記
載
中
）

の

多
き

に

至

れ

b

而
し
て

本
邦

産
の

も
の

は
］

、

嘗
c

膏
螽
。

の
一

科
を

以
て

代
表

し

得
ぺ

く
（

勿
論

津
乙
 

二
¢

ご

氏
は

本

年

驛
＝

5
ぞ
乙

器

中
の

竃
言

き
磊

を

分
離
せ
・
し

め

て

露

夛
c

乙
器
こ

な

し

た

る

も
）

從
來
は
｝

冒

26

弓
2

『

b
噂

δ

箏
＝＾
寓

箏
レ冒
鬟
06Q

智
加

葛
蓉
碧戸
諞

　
の

四

屬
を
包

有
せ
・
し

が

2
；

≦
三

氏
が
一

昨

年

三

喜｝
讐

讐卩…

ニ
ー5

る

新

驫
を

設
け

（

此

新
屬

は
餘
り

戚

心
せ

す
、

研

究
の

上
は

砿
壊・
し

得
る

な

ら
ん
ご

信
す
）

今
年
叉

寧
凱

巴
o

診

氏
が

諺

巳
o

賜

な
る

新

屬
を
つ

く
b
た
る

を

以
て

都
合
亠

ハ

屬
ε

な
れ

り

是
等
の

六
屬
の

關

係
、

詳
細
な
る

研
究

は

他
日

に

ゅ
つ

る

ご
・
し

て

現
今
ま
で

記
載
せ

ら

れ
た
る

種
類
を

此

六
働
に

分
屬
せ

し
め

た
る

總
目

録
ご

で

も

云
ふ

べ

き

も

の

を
左
に

掲
ぐ
る

事
こ

せ

ん
。

竝
に
一

言
せ

ざ
る

べ

か

ら
ざ
る

は

余
は

非
常
に

不

逕
な
b
・
し

事
な

b
。

そ

は

余
が

】

〕

鬘
9
鷲

研

究
匹

從
事
ゼ

る

ビ

同
時
に

砿
でρ

邑

三

七
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